
地元農畜産物を
子どもたちへ

　地元農畜産物に親しんでもらう食農教育の一環として、
北見市、訓子府町、置戸町の1市2町へ地元産の玉ねぎと
じゃがいもを送っています。送られた玉ねぎとじゃがいも
は、食農教育パンフレット「玉ねぎちゃんとじゃがいもくん」
とともに、保育園や小学校の給食用として子どもたちに届
けられています。
　また、JA名に「みらい」を冠したJAのつながりで、JA津
軽みらい地域の子どもたちにも、玉ねぎとじゃがいもを送
りました。JA津軽みらいからは、美味しいりんごが届けら
れ、北見地域の小学校や保育園へプレゼントされました。
 原材料は全て北海道産で、添加物不使用、アレルゲンを極
力減らしたコロッケを開発し、地域の学校給食で提供され
ています。子どもたちに安全・安心で、おいしい地域の食を
味わってもらうために地元の栄養士の方や組合員の女性
組織の意見を反映し、開発しています。

　1市2町の首長、共済組合、普及センター、JA
等で構成されている「北見地区農業振興連絡協
議会」があり、農業者のための農業技術研修や担
い手対策への支援、地域の方々に対して地産地
消の取り組みや食育の取り組みに対する支援を
地域全体で行うために協議・活動をしています。
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　未来を担う子どもたちに第1次産業である
農業の重要性や食の大切さを理解してもらい、
関心を深めてもらうため、植付けから収穫食べ
るまでを実際に行う農業体験活動や親子で参
加する農業体験見て歩きツアーなどを開催し
ています。
　このようなイベントを通じて、食や農業に対
して興味を持ち「将来農業に携わりたい、食に
関わる仕事がしたい」と思ってもらえるように
願っています。

一市二町の小学校に教材本を贈呈
　私たちの生活に欠かせない「食」と「農業」、また「環境」と
「農業」の密接な関係を意識してもらい、農業への理解を深め
るきっかけになることを願い補助教材本を作成し、全国のJA
バンクから小学校へ贈呈されています。
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　農家の経営者の方、後継者の方、またパートナー
の方などそれぞれのコミュニティがあり、積極的に
活動しています。農業技術を学ぶための視察・技術
研修、農業情勢に対する学習会など様々な研修・交
流会を行っています。
 また、作る人（生産者）と食べる人（消費者）との距
離が近く、食育活動や収穫祭などの各地域での催し
にも積極的に参加しています。
　これらの活動を
通して、地域との
つながりを深めな
がら、農業の振興
やより良い地域・
JAづくりに貢献し
ています。

農家組合員・地域住民との
つながり

　きたみらい地域の魅力を多くの人に発信するため
に、Facebookやホームページ、メディアへの出演等、
広報活動を積極的に行っております。
　また、“地元農畜産物の収穫の喜びを消費者に届け
たい”という思いから地域の皆さまへ向けた地域行事
を催しており、コロナ禍の状況下では、感染症対策を
講じた中で開催をしております。
　また、北海道北広島市にある「くるるの杜」や東京
都にある「JA東京アグリパーク」にてJAきたみらい
の農産物やオリジナ
ル加工商品の販売を
行い、北海道内、本州
の消費者の皆さまへ
きたみらいの農畜産
物を届けています。

地域の魅力を発信するために

フードバンク活動へ
の取り組み

関連するSDGｓへの取組み

　フードバンク活動は一般的に、個人（家庭）や企業でま
だ食べられるのに処分されてしまう食品を困っている人
へ届ける活動を指し、コロナ禍以降、この活動の重要性
が増してきております。
　行動制限や外出自粛に伴うアルバイトの減少に悩む
地元の大学生を中心にフードバンクを通じて、きたみら

い酪農振興協議会より乳製品を当組合より加工品を寄
贈させていただきました。このような状況下にならなけ
れば生まれなかった取組
みですが、当組合地域で
生活をしている学生の皆
さんとの貴重な交流にな
りました。
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担当職員の一人として

　JA青年部の事務局として、青年部の行う農業PRや学習会、部
員交流などの各種事業が充実するよう業務を行っています。青年
部との関わりを通じて新たな発見や学びなど得られるものも多
いので、その経験を業務に活かすように努めています。
　広報活動では農業や組合員の活動について広め、農業をより
身近に感じたり、イメージアップにつながるように取材や記事作
成を行っています。
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